№Ｓ２７
府立とりかい高等支援学校

校長　青木　康子
平成31年度　学校経営計画及び学校評価
１　めざす学校像
	企業就労を通じて自立と社会参加を促進し、社会に貢献できる人材を育成する学校。

１　生徒の人権を尊重し、個々のニーズを踏まえた教育実践を進め、企業就労と社会貢献を実現させる学校。

２　地域社会や企業、関係機関との幅広い連携や交流を充実させ、生徒が主体的に社会に参加できる力を育てる学校。

３　教員の専門性を高め、職業教育の充実をはかるとともに、社会の変化や多様性を踏まえた組織を構築し深化する学校。


２　中期的目標

	１　社会的自立に必要な力を養うための本校の特色ある教育活動の充実

(1) 次期学習指導要領をふまえた教育課程の確立と授業改善に努める。
(2) 自立活動を充実させることにより、一人ひとりの教育的ニーズに応じた支援の充実をはかる。

(3) 生徒の自己肯定感を高め、自己実現と働き続ける力を育成するための「進路教育・進路指導」の推進。
２　高等支援学校教員としての専門性の確立とこれからの時代の変化に対応できる組織力向上

(1) 教員全員の指導力、授業力の向上を組織的に推進し、社会の変化に対応できる「学び続ける」教職員の育成をめざす
(2) 教職員一人ひとりが高い人権意識を持ち、障がいへの理解や支援方法などについての「専門性」を高めることにより生徒への適切な指導実践を行っていく。
(3) 積極的に学校経営に参画する仕組みを整え、組織力を向上させるとともに、次世代のリーダーを育成していく。

(4) 校務の効率化を図り、教職員一人ひとりがワークライフバランスを意識した働き方への意識改革を推進する。
３　地域や関係機関、企業との連携や交流を充実させるとともに、積極的に情報を発信し本校の教育活動への理解啓発を推進する。
(1) 地域社会の中で積極的に活動し、豊かに生きるために交流及び共同学習の充実や地域活動への積極的参加で連携を図り相互理解を深める。
(2) 企業との連携を深め職場開拓拡充と就労のマッチングの充実。職場定着支援の推進。

(3) 危機管理体制の充実と地域との連携により防災教育に取り組み「主体的に行動する態度」と「共助」に関する意識の向上をめざす。
(4) 生徒の状況に応じた指導、支援の充実を図るために専門人材の活用を推進する。

(5) グローバル化や情報化をはじめとした社会の加速度的な変化に対応するため、国際理解教育、国際交流を推進することで、国際的な視野を育むと共に、これからの時代に生きる力を育成する。


【学校教育自己診断の結果と分析・学校運営協議会からの意見】
	学校教育自己診断の結果と分析［平成　年　月実施分］
	学校運営協議会からの意見

	
	


３　本年度の取組内容及び自己評価

	中期的

目標
	今年度の重点目標
	具体的な取組計画・内容
	評価指標
	自己評価

	特色ある教育活動の充実　
	(1) 「めざす生徒像」の明確化と、教育課程の検討
(2) 自立活動の充実
(3) 計画的なキャリア教育と進路指導の強化及び内容の充実

	(1)
ア　「めざす生徒像」の再確認と
教員全員で共有。

イ　新学習指導要領を踏まえた教育課程の精査・改善と授業改善。
 (2)

ア　実施内容の充実と共有化

　（自立活動の領域についての理解と専門的な指導力を高める。）

イ生徒指導の充実
・基本的生活習慣の向上
・マナーへの理解と規範意識の向上

ウ　性に関する指導の充実

エ　部活動への積極的な参画
(3)

ア　計画的なキャリア教育

イ　校内外進路学習、企業実習の充実。
　　
ウ　保護者や、外部への十分な進路情報の発信
エ　生徒の相談窓口の充実を組織的、計画的に推進する。
	(1)

ア　ワークショップ（２回以上/年）

イ・校内研修、ワークショップ

　　（２回以上/年）

・本校版のキャリアマトリックスと各教
科・領域の連動についての検討。

　・各教科でシラバスの精査、更新を行う

(2)

ア・自立活動についての理解を深めるため

の研修の実施。（２回/年）

・｢自立活動ＰＴ｣の設置（夏季休業前ま

でに）
イ・内規の見直し
　・遅刻者数減（前年度30％減）

・自発的なあいさつとＴＰＯに応じた丁寧な言葉遣いや敬語の使い方を習得する。

（個別の指導計画の該当項目でA取得75％）

・下校時、安全指導もかねて校門付近でのあいさつ指導実施。

・教室貴重品ロッカーの施錠の徹底。

　　　（朝のHRでの確認：毎日）

　・「面接時」を基準とした身だしなみ指

導の徹底。

　（長期休業明けの「身だしなみチェック強化週間」での「身だしなみチェック項目全クラス100％」）
ウ　校内研修3回以上/年うち外部講師を

招いての研修１回以上/年
　

エ部活動加入率80%達成(Ｈ30:78%)

(3)
ア　３年間を見通したキャリア教育計画の策定

イ・１年生の１月から２年生の３月までに一人４社以上実施

   ・就労を視野に入れた資格取得に向けた検討（介護職研修の参加を検討）

ウ・進路のてびき、各学年の進路説明会の資料などをHP上にアップ。

　・保護対象進路研修（企業見学、講演会）実施(４回/年)

　・進路通信発信（６回/年）

エ　昼休みのカウンセリング実施

（３回/週）

進路に関する相談体制を構築する
（３年間の相談体制計画を作成）
	

	高等支援学校教員としての専門性の確立と組織力向上　
	(1) 授業力の向上

(2) 人権意識と専門性の向上

(3) 人材育成

(4) ワークライフバランス

	(1)

ア　研究授業週間おいて研究授業の充実及び相互参観の徹底

イ　外部研修参加教員の伝達講習を充実する

ウ　先進事例研究、企業実習体験等の機会の設定。

エ　略案の作成の徹底と活用
(2)

ア　専門性の向上

イ　人権教育の推進
(3)

ア　経験の浅い教員への支援体制を整備していく

イ　学校経営に関する一人ひとりの分担を明確に設定し、教員の異動があっても正しく継承していく

ウ　若手、中堅教員の責任職への登用

(4)

ア　超過勤務縮減を推進。

イ　よりよい職場環境づくりの推進。
	(1)

ア・教員授業相互見学の充実

（一人３回以上）
　・外部への授業公開（２回以上/年）
イ  伝達講習実施（５回以上/年）

ウ　新転任者に企業での職場体験実習
　　　　（３日以上/年）

エ　略案を基にしたＴＴとの授業事前打

ち合わせの徹底。

（学校教育自己診断の項目に入れ80％達成をめざす）

(2)

ア・支援学校免許保有率UP

（段階的増をめざし昨年度比20％増）

　・障がい理解研修２回以上/年
(3)

ア　バディ制度、ファミリー制度の導入
イ　業務マニュアルの完成
（冬季休業までに）

　　分掌、学年での業務の精選
(4)

ア ・時間外勤務時間の提示により

（超過勤務昨年度比20％減）
（H30はのべ11493時間）

   ・ 学校閉庁日の設定
　 ・ 会議の効率化

（放課後の会議を空き時間を活用した実施の工夫）

イ　職場の環境整美
　 ・職員対象クリーン大作戦実施

（３回以上/年）

　 ・メンタルヘルス研修実施
　　　　　　　　　　（２回以上/年）
	

	地域・関係機関の連携や交流による理解啓発の推進
	(1) 積極的な地域活動参加
(2) 企業との連携

(3) 専門人材の活用推進

(4) 防災学習の充実

(5) 国際理解、国際交流


	(1)

ア　共生推進校とのスポーツ文化を通じた交流を推進する。

イ　併置校との交流学習の推進

ウ　高等支援学校間の連携・交流の推進。

エ　地域行事への積極参加
オ　広報活動の充実

(2)

ア　全員での職場開拓

イ　企業への広報活動の充実
(3)

ア　スクールカウンセラー、SSW等の積極的、計画的活用

イ　ケース会議の充実と積極的開催

(4)

ア　危機管理マニュアルの点検、見直し

イ　防災計画の点検、見直し、周知

ウ　地域と連携した防災訓練の検討

エ　生徒用防災マニュアル（必携）作成
オ　備蓄品試食会の実施

(5)

ア　さまざまな国の外部講師による国際理解教育実施
イ　海外の学校との交流を検討

ウ　海外への研修実施に向けて計画を推進する
	(1)
ア・スポーツ文化交流(２回以上)

　・共生推進校の教員を対象に、共生生徒の学校生活報告会実施。

イ・摂津支援学校との交流授業４回以上。

　・行事への招待（1回以上）
ウ・他の高等支援学校との部活動交流（２回以上/年）
・職業学科を設置する高等支援学校連携

準備会への参加。（３回以上/年）
エ　地域の祭り等への参加（２回/以上）
オ　地域（３自治会）への広報誌発行（８回以上/年）

　　中学校対象の説明会実施（参加20校以上）

(2)

ア長期休業中を活用した職場開拓（１回以上/年）

イ・企業への学校説明会実施

　・企業及び支援機関からの見学の受け入れ

　（上記の２点で企業の来校数20社以上）
・高い就労率の維持（85％以上）（H29：81％、H30：90％）
　・マッチングと定着支援の充実（１年後の離職者３名未満）

(3)
ア　相談実施（10回以上/年）
イ　ケース会議実施
(4)
ア　夏季休業までに点検見直し
イ　夏季休業までに点検見直し周知
ウ　検討は夏季休業までに実施を1回以上/年
エ　前期中に検討、冬季休業までに完成
オ　夏季休業までに実施

(5)
ア・外部講師を招いた国際交流授業20回以上実施。

イ　台湾の支援学校との交流１回以上
ウ・海外研修旅行の実施案を企画し、実現への段取りを整える。

	


